
 

 

資料１ 

 

 

 

 

「今後の主な対話項目」のうち 

「沢の流量変化」に関する対話項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月 
東海旅客鉄道株式会社 

＜本資料に記載の項目＞ 

「今後の主な対話項目」（2024年2月5日 静岡県）抜粋 

Ⅱ 生物多様性編 

２沢の流量変化 

(1) ボーリング調査の実測データを用いた再解析（上流域モデル見直しを含む） 

(2) 上流域モデル（GETFLOWS）により解析できない沢の源流部などの流量変化の予測 

(3) 「重要でない断層」と「主要な断層」の区分の科学的根拠 

(4) 地下水（トンネル湧水）の水量・水質・湧水量や地下水位の観測 
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（１）「ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査の実測ﾃﾞｰﾀを用いた再解析（上流域ﾓﾃﾞﾙ1の見直しを含む）」について 

・沢におけるモニタリングと環境保全措置のフローは、図１～図４を考えています（国

土交通省リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全）並びに国土交通省リニア

中央新幹線静岡工区モニタリング会議にてご説明したフロー）。 

・トンネル掘削にあたっては、斜坑掘削時の切羽周辺及び先進坑の切羽周辺から前方に

向かって、高速長尺先進ボーリングを実施し、前方の地質、湧水の水量や水質、水温を

事前に把握します。 

・高速長尺先進ボーリングの結果、断層と想定される箇所や湧水量の変化が著しい箇所

等においては、コアボーリング等の詳細な地質調査を行い、上流域モデルの解析条件

との比較（解析上設定した主要な断層とその他の断層について、ボーリングで確認さ

れた断層の位置や性状（透水係数や有効間隙率等）との比較等）を行います。必要に応

じてそれらの情報を沢の流量変化の検討に反映し、沢の流量減少の予測を行います。 

・また、水質については、ボーリング湧水の pH、EC、溶存イオン（計 8 項目（ナトリウ

ムイオン（Ｎａ＋）、カリウムイオン（Ｋ＋）、カルシウムイオン（Ｃａ２＋）、マグネシウ

ムイオン（Ｍｇ２＋）、塩化物イオン（Ｃｌ－）、重炭酸イオン（ＨＣＯ３－）、硫酸イオン

（ＳＯ４
２－）、硝酸イオン（ＮＯ３

－））の計測、酸素・水素安定同位体比の測定による涵

養標高の推定、１４Ｃ（炭素）の放射性同位体等2をトレーサーとした地下水の涵養年代

に関する測定を行います。 

・深部の地下水位低下の影響が地表面に現れるまでには時間差を伴うことが考えられる

ため、時間差の検討を行う上でも、地盤の透水係数や有効間隙率等の水理定数を確認

することが重要であると考えています。 

・高速長尺先進ボーリングとコアボーリングで実施する調査項目、目的等を表 １と表 ２

に示します。 

・現時点では、後述する「（３）「「重要でない断層」と「主要な断層」の区分の科学的根

拠」について」に示す以上に、トンネル掘削箇所周辺において、解析上有効な地質等の

情報が得られている状況ではないため、今後、トンネル内から実施する高速長尺先進

ボーリングやコアボーリングによる調査結果を踏まえ、ボーリング調査の実測データ

を用いた沢の流量減少予測の見直しを行います。

                                                   
1 国土交通省 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全）において、大井川上流域の沢の影響分析という目的の

もと、新たに作成した GETFLOWS による解析モデル 
2 トレーサーとしては、深層の地下水であることから半減期が約５，７３０年と長い１４Ｃ（炭素）の放射性同位体を使

用しますが、地表からの水を引き込んでいないかの判断に資するため、半減期が約１２．３年と短い３Ｈ（トリチウ

ム）の放射性同位体も分析し、判断を行うためのバックデータとして活用します。さらに、トリチウムが検出された

場合は、ＳＦ６（六フッ化硫黄）でさらに涵養年数の短い期間に対する分析を行います。 
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図１ 沢におけるモニタリングと環境保全措置のフロー（１） 
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モニタリングと環境保全措置（回避・低減措置、代償措置）の内容
※GETFLOWS（上流域モデル）による沢の流量変化の予測結果には不確実性があるため、

高速長尺先進ボーリング等の地質調査結果やトンネル掘削中のモニタリング結果を踏まえながら順応的に管理していく。
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２）

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC等）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

その他の沢

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の検討
斜坑等の線形変更の検討、薬液注入の検
討、代償措置の項目、具体的内容の検討

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC等）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC等）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の検討
斜坑等の線形変更の検討、薬液注入の
検討、代償措置の項目、具体的内容の
検討

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC等）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
頻度を上げ、常時計測等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

・現地踏査による生息・生育場環境調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

・重要種の生息・生育状況※1、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の検討
斜坑等の線形変更の検討、薬液注入の検
討、代償措置の項目、具体的内容の検討

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
頻度を上げ、月１回等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
頻度を上げ、月１回等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年１回（秋）の頻度

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の検討
斜坑等の線形変更の検討、薬液注入の
検討、代償措置の項目、具体的内容の
検討

◆モニタリング（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ整理）
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年１回（秋）の頻度

流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢 流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢

【GETFLOWS（上流域モデル）による沢の流量変化の分析】

※1：調査範囲については、これまでに実施した動植物全般調査と同様を基本とする。このほか、静岡県、静
岡市、専門家等のご意見を踏まえ、具体的なご懸念がある場所については、調査の安全を確保できる
範囲において、調査を実施。
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図２ 沢におけるモニタリングと環境保全措置のフロー（２） 
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３）

◆モニタリング
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
常時計測等で調査を実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況※1、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の準備
斜坑等の線形変更の準備、薬液注入（プ
レグラウト）の準備、代償措置の準備

◆モニタリング
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

◆モニタリング
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年１回（秋）の頻度で実施

〇環境保全措置
・回避・低減措置、代償措置の準備
斜坑等の線形変更の準備、薬液注入（プ
レグラウト）の準備、代償措置の準備

◆モニタリング
・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
調査は中断

流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢 流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢

【高速長尺先進ボーリング等の地質調査の実施】
・トンネル切羽前方の地質、湧水の状況の確認
・確認された断層の位置や規模等について、上流域モデルの解析条件と比較し、必要に応じてそれらの情報を沢の流量変化の検討に反映
・当該沢及びボーリング湧水の水質（pH、EC、溶存イオン、酸素・水素安定同位体、不活性ガス等）及び水温調査の実施

〇環境保全措置
・想定外の影響に備え、低減措置、代償
措置の準備
薬液注入（ポストグラウト）の準備、代償
措置の準備

〇環境保全措置
・想定外の影響に備え、低減措置、代償
措置の準備
薬液注入（ポストグラウト）の準備、代償
措置の準備

工事
ｽﾃｯﾌﾟ

モニタリングと環境保全措置（回避・低減措置、代償措置）の内容
※GETFLOWS（上流域モデル）による沢の流量変化の予測結果には不確実性があるため、

高速長尺先進ボーリング等の地質調査結果やトンネル掘削中のモニタリング結果を踏まえながら順応的に管理していく。

重点的な沢 その他の沢

※1：調査範囲については、これまでに実施した動植物全般調査と同様を基本とする。このほか、静岡県、静
岡市、専門家等のご意見を踏まえ、具体的なご懸念がある場所については、調査の安全を確保できる
範囲において、調査を実施。
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図３ 沢におけるモニタリングと環境保全措置のフロー（３） 
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４）

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
常時計測等で調査を実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況※1、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・回避・低減措置の実施
断層交差部等の掘削に先立ち、斜坑等
の線形変更の実施、薬液注入（プレグラ
ウト）の実施

↓
地質やトンネル湧水の状況を確認しなが
ら慎重に断層交差部等を掘削

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物
詳細調査
年１回（秋）の頻度で実施

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢 流量減少が予測される沢 流量減少が予測されない沢

〇環境保全措置

・回避・低減措置の実施
断層交差部等の掘削に先立ち、斜坑等
の線形変更の実施、薬液注入（プレグラ
ウト）の実施

↓
地質やトンネル湧水の状況を確認しなが
ら慎重に断層交差部等を掘削

〇環境保全措置

【トンネル湧水の水量・水質・水温調査、沢の流量・水温・水質（pH、EC）調査、衛星写
真による沢の伏流状況調査、現地踏査による生息・生育場調査、重要種の生息・生
育状況、水生生物詳細調査、底生動物指標種の定量調査、植物指標種の生育状況調
査の結果から沢の動植物への影響を総合的に検討】

【トンネル湧水の水量・水質・水温調査、沢の流量・水温・水質（pH、EC）調査、衛星
写真による沢の伏流状況調査、重要種の生息・生育状況、水生生物詳細調査の
結果から沢の動植物への影響を検討】

工事
ｽﾃｯﾌﾟ

モニタリングと環境保全措置（回避・低減措置、代償措置）の内容
※GETFLOWS（上流域モデル）による沢の流量変化の予測結果には不確実性があるため、

高速長尺先進ボーリング等の地質調査結果やトンネル掘削中のモニタリング結果を踏まえながら順応的に管理していく。

重点的な沢 その他の沢

※1：調査範囲については、これまでに実施した動植物全般調査と同様を基本とする。このほか、静岡県、静
岡市、専門家等のご意見を踏まえ、具体的なご懸念がある場所については、調査の安全を確保できる
範囲において、調査を実施。
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図４ 沢におけるモニタリングと環境保全措置のフロー（４） 
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【トンネル湧水の水量・水質・水温調査、沢の流量・水温・水質（pH、EC）調査、衛星
写真による沢の伏流状況調査、現地踏査による生息・生育場調査、重要種の生
息・生育状況、水生生物詳細調査、底生動物指標種の定量調査、植物指標種の
生育状況調査の結果から沢の動植物への影響を総合的に検討】

【トンネル湧水の水量・水質・水温調査、沢の流量・水温・水質（pH、EC）調査、衛
星写真による沢の伏流状況調査、重要種の生息・生育状況、水生生物詳細調
査の結果から沢の動植物への影響を検討】

動植物への影響可能性が高い沢 動植物への影響可能性が低い沢 動植物への影響可能性が高い沢 動植物への影響可能性が低い沢

工事完了後も継続してモニタリング※3を実施する（代償措置を実施した場合の効果の確認を含む）。トンネル
掘削
完了後

※1：調査範囲については、これまでに実施した動植物全般調査と同様を基本とする。このほか、静岡県、静岡市、専門家等のご意見を踏まえ、具体的なご懸念がある場所については、調査の安全を確保できる範囲において、調査を実施。
※2：継続的にモニタリングを実施しその結果によっては『動植物への影響可能性が高い沢』としての環境保全措置やモニタリングを実施する。 なお、モニタリング頻度や期間については、モニタリング結果や静岡県、静岡市、専門家等を交えた管理体制でのご

意見を踏まえ、検討を行う。
※3：モニタリング頻度や期間については、モニタリング結果や静岡県、静岡市、専門家等を交えた管理体制でのご意見を踏まえ、検討を行う。

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
常時計測等で調査を実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況※1、水生生物

詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

〇環境保全措置
・更なる低減措置の実施
薬液注入（ポストグラウト）の実施

◆モニタリング※2

・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・現地踏査による生息・生育場調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物

詳細調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

・底生動物指標種の定量調査
年２回（春頃、秋頃）の頻度で実施

・植物指標種の生育状況調査
年３回（春、夏、秋）の頻度で実施

◆モニタリング
・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
月１回等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

・重要種の生息・生育状況、水生生物

詳細調査
年１回（秋）の頻度で実施

〇環境保全措置
・更なる低減措置の実施
薬液注入（ポストグラウト）の実施

◆モニタリング※2

・トンネル湧水の水量・水温・水質調査

・沢の流量、水温、水質（pH、EC）調査
年２回（８月、１１月）等の頻度で実施

・衛星写真による沢の伏流状況調査
年２回の頻度で実施

沢の流量や状況に変化が
みられない場合

〇環境保全措置
・代償措置の実施

〇環境保全措置
・代償措置の実施

沢の流量や状況に変化が
みられない場合

工事
ｽﾃｯﾌﾟ

モニタリングと環境保全措置（回避・低減措置、代償措置）の内容
※GETFLOWS（上流域モデル）による沢の流量変化の予測結果には不確実性があるため、

高速長尺先進ボーリング等の地質調査結果やトンネル掘削中のモニタリング結果を踏まえながら順応的に管理していく。

重点的な沢 その他の沢
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表 １ 高速長尺先進ボーリングの調査概要 

   調査項目 目的 調査によってわかること 測定頻度 測定方法

地
質
・
地
山

岩石片（スライム）の観察
による確認

・掘削計画（湧水低減対策
等）へ反映するため

・地質分布 ・約５ｍに１回
・孔口より排出されるスライムを

容器で採取

掘削速度

・割れ目発達状況等、同一岩盤内
での地山の良し悪し

・削孔中、常時

・マシン制御盤にて測定
（ロッド回転トルク、回転数、マ

シン推進力は掘削エネルギー係
数等に換算）

ロッド回転トルク

ロッド回転数

マシン推進力

ボ
ー
リ
ン
グ
湧
水

孔口湧水量（削孔中）

・トンネル掘削時の沢流量
への影響を推定するため

・トンネル掘削時に湧水量が多い
ことが想定される区間

・容器法は１日２回を基本。湧水
量が大きく変化する箇所やビッ
ト交換時なども追加で実施

・電磁流量計は常時記録

・容器法による測定
・電磁流量計による変動傾向の把

握

孔口湧水量（削孔完了時） ・常時 ・タービン式流量計

孔口湧水の水質(pH、EC
（電気伝導度））、水温

・トンネル掘削時に沢等の地表付
近の水を引き込む可能性がある
かどうか※

・容器法による湧水量の測定と同
時に実施

・デジタル水温計、pH計測器、導
電率計による計測

孔口湧水圧 ・調査区間の平均透水係数
・孔口での止水測定は、孔口部、

削孔段取り替え時で実施
・孔口で止水し調査区間平均湧水

圧を測定

孔口湧水の化学的な成分分
析

・トンネル掘削時に沢等の地表付
近の水を引き込む可能性がある
かどうか（シュティフダイヤグ
ラム、涵養標高、涵養年代）※

・湧水圧測定時に採水
・湧水量測定で変化がある時は追

加実施

・採水し、溶存イオン8項目、酸
素・水素安定同位体比、14C
（炭素）等を計測

※それぞれの調査項目について、削孔に伴う変化を確認する

（例：EC（電気伝導度）の変化からの考察について）
・ EC（電気伝導度）は、水中に含まれる電解質の量が多いほど電流が多く流れて大きい値となるため、一般的に、深層地下水は大きい値を示し、地表面付近の浅層地下水は小さい値を示す

傾向がある。
・例えば、トンネルを掘削する深度と同程度の深度におけるボーリング調査おいて、安定して大きい値を示していた電気伝導度が、急激に小さい値を示した場合、地表面付近の水を引き込

んでいる可能性が示唆される。
・こうした箇所が確認された場合、当該箇所をトンネル掘削する際には、沢等の地表付近の水をトンネル内に引き込み、沢の流量減少を引き起こす可能性があると考えられ、予めトンネル

掘削時の対策を検討することができる。
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表 ２ コアボーリングの調査概要 

   調査項目 目的 調査によってわかること 測定頻度 測定方法

地
質
・
地
山

コア観察

・掘削計画（湧水低減対
策等）へ反映するため

・地質の脆い区間の位置、幅
・地質等変化箇所など特定箇

所における詳細な地質性状
・岩盤の割れ目の幅や間隔

・全試料延長

・採取したコアの観察
（岩種、風化、割れ目状態、変質

等）
（断層粘土の挟在、褶曲構造）
・コア採取に関するデータの整理
（採取率、最大コア長、ＲＱＤ等）

物理特性・力学特性 ・岩石が持つ強度や特性
・地質の脆い区間や湧水量が変化し

た箇所で実施

・採取コアを整形し各種試験を実施
（物理試験）

密度、含水比、有効間隙率、超音
波速度

（力学試験）
一軸圧縮試験、三軸圧縮試験（必
要な場合）

ボ
ー
リ
ン
グ
湧
水

孔口湧水量（削孔中）

・トンネル掘削時の沢流
量への影響を推定する
ため

・トンネル掘削時に湧水量が
多いことが想定される区間

・容器法は１日２回を基本。湧水量
が大きく変化する箇所やビット交
換時なども追加で実施

・電磁流量計は常時記録

・容器法による測定
・電磁流量計による変動傾向の把握

孔口湧水量（削孔完了時） ・常時 ・タービン式流量計

孔口湧水の水質(pH、EC
（電気伝導度））、水温

・トンネル掘削時に沢等の地
表付近の水を引き込む可能
性があるかどうか※

・容器法による湧水量の測定と同時
に実施

・デジタル水温計、pH計測器、導電
率計による計測

孔口湧水圧 ・調査区間における透水係数

・湧水量が変化した箇所とその前後
で実施

・孔内湧水圧測定は高速長尺先進
ボーリングの結果を踏まえ実施

・孔口で止水し調査区間平均湧水圧
を測定

・特定箇所における孔内湧水圧測定

孔口湧水の化学的な成分分
析

・トンネル掘削時に沢等の地
表付近の水を引き込む可能
性があるかどうか（シュ
ティフダイヤグラム、涵養
標高、涵養年代）※

・湧水圧測定時に採水
・湧水量測定で変化がある時は追加

実施

・採水し、溶存イオン8項目、酸
素・水素安定同位体比、14C（炭
素）等を計測

※それぞれの調査項目について、削孔に伴う変化を確認する

（例：EC（電気伝導度）の変化からの考察について）
・ EC（電気伝導度）は、水中に含まれる電解質の量が多いほど電流が多く流れて大きい値となるため、一般的に、深層地下水は大きい値を示し、地表面付近の浅層地下水は小さい値を示す

傾向がある。
・例えば、トンネルを掘削する深度と同程度の深度におけるボーリング調査おいて、安定して大きい値を示していた電気伝導度が、急激に小さい値を示した場合、地表面付近の水を引き込

んでいる可能性が示唆される。
・こうした箇所が確認された場合、当該箇所をトンネル掘削する際には、沢等の地表付近の水をトンネル内に引き込み、沢の流量減少を引き起こす可能性があると考えられ、予めトンネル

掘削時の対策を検討することができる。
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図５ 静岡県内における地質調査の状況（令和６年５月時点） 
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（２）「上流域ﾓﾃﾞﾙ（GETFLOWS）により解析できない沢の源流部などの流量変化の予測」

について 

・静岡県専門部会委員より、「GETFLOWSでは、瞬間的な雨に対応する増水や減水は説明で

きていないので、沢の源流部の流量は説明できていない。現地の沢と本川との合流部

において、EC、pH、水温を連続的に計測すること等により、降雨後の沢の流出特性（流

量変化のプロセス）を把握することができる。降雨の後、沢には初めに直接流出（地表

流）分が流入し、次いで中間流出（中間流）分、最後に基底流出（地下水流）分が流入

する。沢の水質等の現地調査を行うことにより、EC、水温、流量の変化の順序や時間

差、程度等といった沢の流出特性を把握することができる。」とのご意見を頂いていま

す。 

・重点的な沢のうち、解析上、流量減少が予測される、蛇抜沢、悪沢、スリバチ沢につい

て、流量、EC、水温、pHの常時計測を開始しています3（図７～図９）。 

・蛇抜沢での 2022年 11月～2024年 5月までの計測結果を図１０にお示します。 

・また、2022 年 11 月～2024 年 5 月までの期間の中で、蛇抜沢に設置した雨量計で計測

した降雨量が最も大きい上位２日（2024 年 5 月 13 日、2024 年 5 月 28 日）について、

流量、EC、水温、降雨量の計測結果を１時間単位で整理し、整理した結果に基づく流出

特性の考察を、図１１、図１２にお示しします。 

・同様の考察を台風時期においても実施し4、トンネル掘削中には事前に把握した沢の

流出特性との変化を確認することで、トンネル掘削による影響の有無を考察します。 

・なお、専門部会委員にご指導頂きながら図６に示すように流量や水質等のデータ整理

を行うことで、トンネル掘削時に参考となるバックグラウンドデータを整理できる可

能性があるため、トンネル掘削開始前までにデータ整理を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 沢のバックグラウンドデータ整理のフロー 

                                                   
3 蛇抜沢は、2022 年 11 月に計測開始（pH については 2024 年 6 月に計測開始）。悪沢は、2022 年 10 月に計測開始

（pH については 2024 年 6 月に計測開始）。スリバチ沢は、2024 年 3 月に計測開始。 
4 静岡県専門部会委員より、梅雨のように連続した降雨がある時期と、台風時期のように短期間で強い降雨がある時期

では流出特性が異なるため、これら２つの時期において整理しておく必要があるとのご意見を頂いています。 
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図７ 蛇抜沢での常時計測機器設置箇所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 悪沢での常時計測機器設置箇所位置図 
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図９ スリバチ沢での常時計測機器設置箇所位置図 
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図１０ 蛇抜沢での計測結果（2022 年 11月～2024 年 5月） 
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※空白の期間は、計測機器への土砂流入等により欠測
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図１１ 蛇抜沢での計測結果に基づく流出特性の考察（2024年 5月 13 日の降雨に着目したケース） 
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流量（m3/s）

水温（℃） 雨量（蛇抜沢）（mm）

EC（mS/m）

水温低下開始 EC低下開始

水温上昇開始

【流出特性の考察】

・降雨の開始に伴い、主に降雨によって形成される直接流出（地表流）分により、沢の水温が上昇した。
・水温上昇から約１１時間後には、主に浅い地下水によって形成される中間流出（中間流）分の増加により、
沢の水温が低下し始めた。
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図１２ 蛇抜沢での計測結果に基づく流出特性の考察（2024年 5月 28 日の降雨に着目したケース） 
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気温（椹島）（℃）

雨量（蛇抜沢）（mm）

水温低下開始

EC低下開始
水温上昇開始

【流出特性の考察】

・降雨の開始に伴い、主に降雨によって形成される直接流出（地表流）分により、沢の水温が上昇した。
・水温上昇から約９時間後には、主に浅い地下水によって形成される中間流出（中間流）分の増加により、
沢の水温が低下し始めた。

・また、5月28日8時台の時雨量約15mmの降雨の影響により、その後約3時間後には、流量が大きく増加し、
ECも大きく低下した。
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（３）「「重要でない断層」と「主要な断層」の区分の科学的根拠」について 

１）基本的な考え方 

・上流域モデル5の断層の設定については、静岡市が平成 28 年度に南アルプスにおける

自然環境の保全のために作成したモデル（以下、「静岡市モデル」という）の設定を用

いており、当社において設定理由を確認し、上流域モデルでの解析を実施しています。 

・静岡市モデルでは、まず、国土地理院の２万５千分の１地形図でリニアメントを抽出

し、広範囲にわたる解析領域全体において、断層を設定しています（図 １３、図 １４

の①）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３ 静岡市モデルで設定した断層分布 

・これらの断層のうち、リニアメント以外の関連情報（図 １４の②、③）から、高透水

性の断層が存在する可能性があると考えられる断層を、トンネル掘削による影響を予

測するうえでの「主要な断層」とし、現時点では高透水性の断層が存在すると判断する

根拠がない断層を「重要でない断層」としています（図 １４の④）。 

 

                                                   
5 国土交通省 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全）において、大井川上流域の沢の影響分析という目的の

もと、新たに作成した GETFLOWS による解析モデル 
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図 １４ 「主要な断層」と「重要でない断層」の設定フロー 

 

・以下、図 １５に示す「主要な断層」のそれぞれについて、設定理由を示します。 

・なお、解析上の断層の設定については、現時点での想定であり、今後、高速長尺先進ボ

ーリング等の地質調査によって断層の位置や規模、透水性等が確認されれば、上流域

モデルの解析条件と比較し、静岡県専門部会委員等の意見も踏まえ、必要に応じて沢

の流量変化の検討に反映してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １５ 上流域モデルで設定した断層分布（A～Hが主要な断層）と主要な断層の設定理由 
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図１４の

②湧水量の記録より

B
図１４の

②湧水量の記録より
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②湧水量の記録より
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E
図１４の

②湧水量の記録より

F
図１４の

③沢の比流量より

G
図１４の

③沢の比流量より

H
図１４の

③沢の比流量より
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２）「主要な断層」の設定理由について 

 

a）過去のボーリング調査やトンネル掘削におけるトンネル湧水量の記録から「主要な断

層」と判断した断層について（図 １４の②） 

・過去に当社が実施したボーリング調査と、過去に中部電力株式会社が二軒小屋発電所

導水路トンネルを掘削した際のトンネル湧水量の記録から、高透水性の断層が存在す

る可能性があると判断し、「主要な断層」と設定した断層について、以下、設定理由を

示します。 

 

〇断層 Aの設定理由について 

・静岡県と山梨県境付近に中央新幹線と交差する南北方向に伸長する断層の存在を想定

しており、この断層は、国立研究開発法人産業技術総合研究所のシームレス地質図（図 

１６）や「新編 日本の活断層」（図１７）に記載されています。 

・過去に当社が、大井川（東俣）から東側に向かって実施した斜め下向きボーリング調査

（以下、「東俣からの斜め下向きボーリング」という）の結果においても、当該箇所付

近に破砕質な地質が確認されており、また、ボーリング調査時の湧水量も口元最大湧

水量で約 2,600（L/分）であったことから、トンネル掘削による影響を予測するうえで

の主要な断層と設定しています。 
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図 １６ シームレス地質図（２０万分の１） 

出典：産業技術総合研究所 地質調査総合センター地質図 NAVIより抜粋、一部加筆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会、1991）一部加筆 

 

 

 

 

凡例

活断層であることが確実なもの（確実度Ⅰ）

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）

●椹島
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図１８ 東俣からの斜め下向きボーリングの位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１９ 東俣からの斜め下向きボーリングの調査結果（県境付近の断層帯） 

静岡－山梨 
県境 
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図２０ 東俣からの斜め下向きボーリングの調査結果（県境付近の断層帯） 
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〇断層Ｂの設定理由について 

・中部電力株式会社の二軒小屋発電所導水路トンネル掘削時のトンネル湧水量に関する

記録（以下、「二軒小屋発電所導水路トンネルの記録」）を参考に設定しています。二軒

小屋発電所導水路トンネルの記録によると、坑口から 700m付近までに（断層 Bとした

リニアメント延長部）で 2.5(m3/min)程度の出水が見られます（図２１）。この状況か

ら、断層Ｂは、トンネル掘削による影響を予測するうえでの主要な断層と設定してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２１ 断層 Bに係る二軒小屋発電所導水路トンネルの記録と出水区間の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２２ 上流域モデルで設定した断層分布（A～H が主要な断層）  
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〇断層Ｃの設定理由について 

・中部電力株式会社の二軒小屋発電所導水路トンネル掘削時のトンネル湧水量に関する

記録によると、坑口から 2km付近（断層Ｃとしたリニアメント延長部）で 6(m3/min)程

度の出水が見られます（図２３）。この状況から、断層Ｃは、トンネル掘削による影響

を予測するうえでの主要な断層と設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２３ 断層Ｃに係る二軒小屋発電所導水路トンネルの記録と出水区間の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２４ 上流域モデルで設定した断層分布（A～H が主要な断層） 
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〇断層Ｄの設定理由について 

・中部電力株式会社の二軒小屋発電所導水路トンネル掘削時のトンネル湧水量に関する

記録によると、二軒小屋発電所導水路トンネルの西俣トンネルと東俣トンネルの合流

地点から、西俣トンネル方向に約 400m 付近で 5(m3/min)程度の出水が見られます。こ

の状況から、断層Ｄは、トンネル掘削による影響を予測するうえでの主要な断層と設

定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２５ 断層Ｄに係る二軒小屋発電所導水路トンネルの記録と出水区間の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２６ 上流域モデルで設定した断層分布（A～H が主要な断層） 
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〇断層Ｅの設定理由について 

・中部電力株式会社の二軒小屋発電所導水路トンネル掘削時のトンネル湧水量に関する

記録によると、二軒小屋発電所導水路トンネルの西俣トンネルと東俣トンネルの合流

地点から、西俣トンネル方向に約 600m付近地点から約 1kmに亘り、1～2(m3/min)程度

の出水が複数回発生しています。 

・この状況から、当該箇所付近には、複数の断層が存在する可能性がありますが、出水の

状況から一つ一つの断層の透水性は、他の主要な断層と比較して高くないと考えられ

ること、また、断層の正確な幅を推定することが困難であることから、断層は１条と

し、透水性を他の主要な断層と同等とすることでトンネル掘削による影響を予測する

うえで同様の効果を持つと考え、主要な断層として設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２７ 断層 Eに係る二軒小屋発電所導水路トンネルの記録と出水区間の位置図 
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図２８ 上流域モデルで設定した断層分布（A～H が主要な断層） 
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b）沢の比流量のデータから「主要な断層」と判断した断層について（図 １４の②） 

・比流量は、流域特性（流域の形状、植生、地質状況など）を反映した値であり、異なる

流域の比較のための指標の一つとなります。 

・比流量が、同地域における平均的な比流量より、明らかに大きい沢や小さい沢につい

ては、当該沢の流域外から地下水を流入させている、もしくは流域外へ地下水を流出

させている地質構造（断層等）が存在する可能性があります。 

・解析上の「主要な断層」の設定は、現地の直接的な情報である「a）過去のボーリング

調査やトンネル掘削における湧水量の記録（以下、「a）湧水量の記録」という）」から

設定することを基本としますが、現地の沢の流量計測結果から比流量を確認し、a）湧

水量の記録から「主要な断層」と設定したもの以外に、高透水性の断層と考えられるも

のはないかを、確認しました。 

・静岡市モデルが作成された時期である 2015 年（低水期6）の沢流量の調査結果から、

各沢の比流量を算出し（表 ３）、平均比流量より明らかに比流量が大きい沢や小さい

沢7を抽出すると、表 ４の通りです。 

・これらの沢に含まれる断層のうち、先述の「a）湧水量の記録」からは、「主要な断層」

に設定していない断層については、比流量の大きさは断層の有無だけに起因するもの

ではないということを認識したうえで、解析結果として、トンネル掘削による影響が

より大きく出るようにするために「主要な断層」とすることとし、以下、詳細を示しま

す。 

  

                                                   
6 沢の流量が主に地下水流出によって形成される時期であり、断層の存在による地下水への影響を考察するうえで適切

な時期であるため。 
7 調査地点の比流量の平均値（29 (L/sec/km2)）の±10 (L/sec/km2）を基準（標準偏差は 19.4）とした。 
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表 ３ 沢流量観測結果（低水期 2015 年 11月 3日～6 日）と沢の比流量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査地点
流域面積

（㎞2）

流量※

（L/sec）

比流量

(L/sec/km2）

内無沢 5.62 135 24

魚無沢 3.9 95 24

瀬戸沢 2.91 59 20

上岳沢 1.49 44 29

西小石沢 1.45 34 23

上四郎作沢 1.67 21 13

新蛇抜沢 0.72 16 22

柾小屋沢 1.44 13 9

柳沢 1.01 <1 0

悪沢 3.6 159 44

大崩 0.32 26 91

徳衛門沢 1.43 38 27

扇沢 0.88 24 27

曲輪沢 1.06 33 31

ジャガ沢 2.02 73 36

流沢 0.83 6 7

二軒小屋南西の沢 0.24 5 21

スリバチ沢 0.97 15 16

上千枚沢 2.92 93 32

車屋沢 1.39 58 42

下千枚沢 1.44 43 30

大尻沢 1 36 36

蛇沢 1.37 101 73

下木賊沢 2.86 8 3

名称なし 0.36 13 36

29比流量の平均値

※低水期:2015年11月3日～6日の調査結果
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表 ４ 比流量が調査地点全体の平均値より明らかに 

大きい沢や小さい沢における断層の取扱い 

 

 

 

 

  

調査地点
流域面積

（㎞2）

流量※

（L/sec）

比流量

(L/sec/km2）
関連する断層の取扱い

上四郎作沢 1.67 21 13
関連する断層を、「主要な断層」とする（断層F、Gと

する）

柾小屋沢 1.44 13 9

既に a）過去のボーリング調査やトンネル掘削におけ

る湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層D、

E」としている

柳沢 1.01 <1 0

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層C、

D」としている

悪沢 3.6 159 44

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層C」と

している

大崩 0.32 26 91 流域内に断層（リニアメント）は確認されていない

流沢 0.83 6 7

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層A」と

している

スリバチ沢 0.97 15 16

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層A」と

している

車屋沢 1.39 58 42

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層A」と

している

蛇沢 1.37 101 73
関連する断層を、「主要な断層」とする（断層Hとす

る）

下木賊沢 2.86 8 3

既にa）過去のボーリング調査やトンネル掘削における

湧水量の記録から、関連する断層を「主要な断層A」と

している

※低水期:2015年11月3日～6日の調査結果
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図２９ （参考）各沢と断層の位置関係 
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〇上四郎作沢に関連する断層Ｆ・Ｇの設定理由について 

・上四郎作沢の比流量は、平均比流量より明らかに小さい結果となっており、上四郎作

沢周辺には、当該沢の流域内から流域外へ地下水が流出する地質構造が存在する可能

性が考えられるため、上四郎作沢流域内に含まれる断層は、トンネル掘削による影響

を予測するうえでの主要な断層として設定します。 

・なお、当該箇所付近では、中部電力株式会社の二軒小屋発電所導水路トンネルにおけ

る出水の記録はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３０ 上四郎作沢と断層Ｆ・Ｇの位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３１ 上流域モデルで設定した断層分布（A～H が主要な断層） 
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〇蛇沢に関連する断層Ｈの設定理由について 

・蛇沢の比流量は、平均比流量より明らかに大きい結果となっており、蛇沢周辺には、当

該沢の流域外から地下水が流入する地質構造が存在する可能性が考えられるため、蛇

沢流域内に含まれる断層は、トンネル掘削による影響を予測するうえでの主要な断層

として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３２ 断層Ｈと蛇沢の位置関係 
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（４）地下水（トンネル湧水）の水量・水質・湧水量や地下水位の観測 

・「トンネル掘削に伴う沢の流量変化という観点での地下水（トンネル湧水）の水量・水

質や地下水位の観測」、また、「地表の湧き水の量の観測」について、以下に示します。 

・なお、その他、河川、沢、気象データ、高標高部におけるモニタリング計画については、

「第 1 回 国土交通省リニア中央新幹線静岡工区 モニタリング会議 資料２－２ 大井

川水資源利用と南アルプスの環境保全に係るモニタリング計画について」にまとめて

います。 

 

１）地下水（トンネル湧水）の水量・水質の観測について 

・トンネル掘削に伴う南アルプスの環境への影響を検討するための直接的な情報である

トンネル湧水をモニタリングします。 

・具体的には、上流域モデルでの解析結果と比較し、実際に河川や沢等に生じる可能性

のある現象を、より具体的に想定するために計測します。 

・また、河川、沢、地下水、降水量の計測結果と併せて考察することで、トンネル掘削の

影響が、河川や沢、地下水に及んでいる可能性があるかを確認するために計測します。 

・トンネル掘削前には、斜坑掘削時の切羽周辺及び先進坑の切羽周辺から前方に向かっ

て、高速長尺先進ボーリング等の地質調査を実施し、前方の地質、湧水の状況を事前に

把握します。高速長尺先進ボーリング等の地質調査時の湧水に関するモニタリングに

ついては、「（１）「ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査の実測ﾃﾞｰﾀを用いた再解析（上流域ﾓﾃﾞﾙの見直しを含

む）」」に記載しています。 

・トンネル掘削中は、トンネル湧水の水量（薬液注入実施後を含む）や水温や水質の計測

を各斜坑、導水路トンネル、工事用道路トンネル坑口において実施します（図 33）。 

・切羽からのトンネル湧水量が多い場合等、トンネル湧水の状況によっては、一定区間

で区切って計測したトンネル湧水量（薬液注入実施後を含む）や水温や水質(pH、EC等)8

を確認します。また、必要に応じて、P１に記載の化学的な成分分析（溶存イオン等）

を実施する等により、トンネル湧水の起源を調査します。 

 

 

 

 

 

 

                                                   
8 トンネル掘削中の変化に着目し確認する。 
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図 33 トンネル湧水等の計測箇所、放流箇所（工事中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34 トンネル湧水の計測イメージ 
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表 ５ トンネル湧水の調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査項目 目的 調査によってわかること 測定頻度 測定方法

トンネル
湧水量

トンネル掘削時の沢流量
への影響を推定するため

事前の予測結果と比較することにより、
より具体的な想定される影響

・各トンネル坑口での湧水の全体量を
常時計測する。

・切羽からの湧水量が多い場合等、湧
水の状況によっては一定区間で区
切って計測したトンネル湧水量を計
測する。

・排水側溝を設置し、流速と水深を計
測し、流量を算出する等

水質
（EC、pH）、

水温

傾向や変動を把握し、沢等の地表付近
の水を引き込んでいる可能性があるか
どうか

・各トンネル坑口での湧水の水質・水
温（EC、pH）を常時計測する。

・切羽からの湧水量が多い場合等、湧
水の状況によっては一定区間で区
切って計測したトンネル湧水の水
質・水温を計測する。

・デジタル水温計、pH計測器、導電
率計による計測

水質
（溶存イオ

ン）

シュティフダイヤグラムから湧水の起
源を考察し、沢等の地表付近の水を引
き込んでいる可能性があるかどうか

沢毎に定めた警戒流量・警戒流況※を
下回った場合

・採水し、溶存イオン８項目を計測

水質
（酸素・水素

安定同位体
比）

算出される涵養標高から湧水の起源を
考察し、沢等の地表付近の水を引き込
んでいる可能性があるかどうか

沢毎に定めた警戒流量・警戒流況※を
下回った場合

・採水し、酸素・水素安定同位体比を
計測

水質
（14Ｃ（炭
素）の放射
性同位体）

算出される涵養年代から湧水の起源を
考察し、沢等の地表付近の水を引き込
んでいる可能性があるかどうか

沢毎に定めた警戒流量・警戒流況※を
下回った場合

・採水し、14C（炭素）等を計測

※動植物への影響の兆候の確認や影響の可能性の検討にあたっての準備を行うために、設定する流量・流況



 

３５ 

 

２）地下水位の観測について 

・水収支解析におけるトンネル掘削前後の地下水位の差（地下水位の低下量）は、椹島付

近ではトンネル本坑近傍に比べて極めて小さくなっていることから（図 35）、トンネル

掘削に伴う沢の流量変化という観点では、椹島までを対象として、表 6、図 36に示す

通り、地下水位を計測します（椹島より下流での地下水のモニタリングについては、「第

1 回 国土交通省リニア中央新幹線静岡工区 モニタリング会議 資料２－２ 大井川水資

源利用と南アルプスの環境保全に係るモニタリング計画について」にまとめています）。 

・工事中に、椹島付近の観測井において、地下水位の大きな変動が見られた場合には、想

定していた地下水位の影響範囲より広い範囲への影響を確認する必要があるため、継続

してモニタリングをしている椹島より下流の井川西山平地区の観測井の地下水位を確認

します。 

・工事完了後も調査結果が定常的な値 （季節変動のあるものは一定の季節変動のサイクル）

を示すまで、観測井での調査を継続します。 

・将来の測定頻度や測定期間については、測定結果や地域の皆さまからのご意見を踏まえ

て検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 トンネル掘削に伴う地下水位低下量図（解析結果） 
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表 6 地下水の計測概要（トンネル掘削箇所周辺） 
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図 36 地下水の計測地点位置図 
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３）地表の湧き水の観測について 

・荒川岳周辺で山小屋の運営や登山者に利用されている地表の湧き水9については、国土

交通省リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全）において、現地にて計測した

湧き水の量や水質（EC、pH、溶存イオン、不活性ガス等）や微地形に関する調査の結果

から、深部の地下水との関連性は低いと考えられトンネル掘削により地下水位が低下

しても、高標高部の地表の湧き水に影響が及ぶ可能性は低いと予測しています。 

・山小屋の運営や登山者に利用されている地表の湧き水の水量について、今後、登山者

に配慮したうえで、2024 年夏季から、現地に計測機器を設置し、観測を開始すること

を考えており、2024 年 7 月に実施した現地調査を踏まえ、詳細を検討しているところ

です（図 37）。 

・荒川小屋付近の湧き水、高山裏避難小屋付近の湧き水に関する計測機器の設置につい

ては、自然公園法第 20条、第 21 条に基づく許可が必要であり、計測機器の設置に伴

う環境への影響についても十分留意しながら、検討します。 

・また、伝付峠付近の地表の湧き水（図 38）についても、８月から天候等を考慮しなが

ら月 1 回程度の確認（目視による確認及び湧き水の量の計測）を実施することを予定

しており、その後も継続してモニタリングを実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37荒川岳周辺の地表の湧き水のモニタリング地点位置図 

                                                   
9 千枚小屋北側の湧き水、千枚小屋南側の湧き水、荒川小屋付近の湧き水、高山裏避難小屋付近の湧き水を対象として

います。なお、沢における湧き水の状況の確認については、沢に関するモニタリングとして実施します。 
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図 38伝付峠周辺の地表の湧き水位置図 

 

表 ７ 地表の湧き水の調査概要 

 

 


